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培の可否について検討した。
1　は　じ　め　に

近年，発表された「サトウモロコシ」は，従来栽培され　　　　　　　2　試　験　方　法

ているソルガム頬に比べ甘味が強く，良質なサイレージ調　　供試条件は表1に示した。

製が可能と言われている。このことを中心に北東北での栽

蓑1供試条件 （実施場所：昭和57年岩手農試県北分場）

項　　 目 品　　 種　　 と　　 栽　　 培 サ　 イ　 レ　 ー　 ジ　 調　 製

1． 品　　 種
サ トウ モ ロ コ シ

ス イ ー トソ ル ガ ム S l
（日　 供 試 サ イ ロ ：5 0 吻 用 ト ップ サ イ ロ

ス イ ー トソ ル ガ ム S 2 （2） 調 製 機 械 ：山 本 式 チ ッパ ー

（3〉 切 断 長 ： 10 ～ 15 m

（4） 混 合 方 法 ：人 力

2． 播　　 種 6 月 15 日

3． 施　 肥

（吻 ／ β ）

1 回 刈 り ・・… ・堆 肥 ～ 15 0 ， N ～ 1．0 ，P 2 0 5 ～ 2．0 ，

　　　 K 20 ～ 1．0
2 回 刈 り … … 堆 肥 ～ 15 0 ， 15） 調 製 月 日 ：昭 和 5 7年 10 月 16 日

N ～ 1．0 ＋ （1．0 ）
P 2 0 5 ～ 2．0 ，K 2 0 ～ 1．0

16） 供 試 材 料 ：サ トウ モ ロ コ シ （全 体 ）

日 品 種 ス イ ー トソ ル ガ ム S l

2 ） 水 分 75．1 ％

川 取 出 し月 日 ：昭 和 5 8年 2 月 4 日

4， 載　　 積

1 馴 り … … 彙 蓬 瀧 皇紀 親 王払 1 本 立 ）　播 種 皇 （軸．旬 ）0．1 ，0．2 ， 0．3

2 回 刈 り … … 畦 幅 60 c m ，播 幅 1 0 cm

　播 種 量 （毎．旬 ）0．2 ，0．3 ，0．4

5． 収　　 穫

1 回 刈 り ‥… ・1 0月 13 日

2 回 刈 り … … 1 回 め ～ 8 月 2 1日

　2 回 め ～ 10 月 13 日

3　試　験　結　果

＝1回刈り栽培

り　点描栽培（特性調査）

G）草丈，茎数の推移

サトウモロコシ・スイートソルガムSl（以下Slと記す）

は，従来から市販されているハイブリット・ソルゴーに比

べ，草丈・茎数とも同程度。

スイートソルガムS2（以下S2と記す）の草丈は旺盛で

3mを越え，茎数は少ないが，根元の梓径は1～2cmと太

い。Sl，S2とも草丈はトウモロコシより高い。収穫期はト

ウモロコシ＞Sl＞ハイブリッド・ソルゴー＞S2の順で

S2は最もおそかった。

（多生尊重と乾物重

Slはハイブリッド・ソルゴーに比べ，同程度の生草垂

であるが，生育ステージが早いため乾物率はやや高く，乾

物垂は多い○これに反しS2は生草重，乾物垂ともまさる

が・生育ステージが遅いため，供試した県北地帯では，10

月の平均気温が15℃以下になり，生育は停止し，立毛状

態で脱水され乾燥する。このため乾物率は高く，乾物垂も

多いがサイレージ材料としては好適でなかった。
2）条播栽培

表3は」投的な栽培での播種軌こついて検討した結果で

ある。1回刈り栽培における播種量は播種量増にともなっ
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表2　点播栽培の生育，生草．乾物調査

項　 目 生　 育

ステ ー ジ
草　 丈 梓　 長 穂　 長 茎　 数 生 草 垂

同 左
対 標 比

乾 物 率 乾 物 重
同 左
対 標 比

品 種 名 （収 穫 時 ） （m ） （cm ） （cm ） （本 ／ 虎 ） （毎／ 〃） （％う （％） （吻 ／／匂 ） （翫

＊ 1．（標）ハ イ ブ リッドソル コー 乳 熟 ～嘲 初 2 90 2 55 2 2．5 3 6．8 6 9 5．9 10 0 2 5．6 1 78．2 1 0 0

2． ス イ ー トソ ル ガ ム　 S l 糊　 熟　 期 2 93 26 6 2 5．2 39．2 6 9 7．2 1 00 2 7．9 1 94．5 1 0 9

3．　　　　　　　　　　 S 2 穂 苧 ～ 出穂 3 6 4 30 1 2 6．4 3 1．2 8 2 9．2 1 19 2 9，7 24 6．3 13 8
桝 4． トウモ ロ コ シ X　 L 3 2 1 黄　 熟　 期 2 7 2 2 4 2 － 7．0 6 7 3．7 9 7 3 1．9 2 14．9 1 2 1

注．＊：1～3は株当たり3～5拉播種，7月1日に一本立て　　軸：標準施肥，播種6月12日

蓑3　粂播栽培の生育，生草．乾物調査

項 目
播 種 量 出 穂 期

生　　 育
草　 丈 群　 島 穂　 長 茎　 数 生 草 垂

同　 左
乾 物 率 乾 物 垂

同　 左

品 種 （煽 ／ ク） （月 ・日） ス 7 ‾　 シ
（収 穫 時 ）

（仰 ） （cm ） （伽 ） （本 ／ ポ ） （毎 ／ 〃） 対 標 比

（％）
（％） （軸 ．／匂 ） 対 標 比

（％）

ス　 イ　 ー ト

0 ．1 8 ．3 0 糊　 熟 2 79 25 8 2 3 ．2 29 ．6 5 4 5 ．8 10 0 2 8 ．9 1 5 7．7 10 0

0 ．2 ／′ 2 56 24 3 18 ．3 6 0 ．8 5 7 9 ．2 10 6 29 ．5 1 70 ．9 10 8

ソ ル ガ ム S l 0 ．3 9 ． 1 2 39 22 9 19 ．6 68 ．0 5 5 8 ．3 10 2 3 1．2 1 7 4 ．2 11 0

点 描 8 ．3 0 2 8 2 26 2 2 5 ．2 16 ．8 5 7 0 ．8 10 5 28 ．9 1 6 5．0 10 5

ス　 イ　 ー ト

0 ．1 9 ．24 出　 穂 3 48 27 5 2 3 ．3 3 4．4 6 4 1．7 10 0 3 2 ．7 2 0 9 ．8 10 0

0 ．2 3 29 2 79 2 3 ．4 4 9．6 7 3 7 ．5 1 1 5 29 ．7 2 1 9 ．0 10 4

ソ ル ガ ム S 2 0 ．3 3 0 1 26 1 2 2 ．6 57 ．6 7 0 8 ．3 1 10 3 3 ．7 2 3 8．7 11 4

点 播 〝 ／／ 3 76 29 8 2 5 ．1 18 ．4 6 6 2 ．5 1 0 3 27 ．2 1 8 0 ．2 8 6

て，生草・乾物収屋とも多い。しかし，Sl，S2とも収穫

時に一部「なびき」倒伏がみられた。昭和57年度は台風に

よる被害に遭遇しなかったが，気象災害による倒伏なども

考慮すると，播種量は〃当たり0，2晦が適当と考えられる。

（2）2回刈り栽培

昭和57年度は播種後の6月下旬から9月が低温に推移し

た。特に，7月は平年の積算気温667℃に対し，603℃で低

く，一番草の刈取適期（止彙抽出期～穂李期）が大幅に遅

れた。このため，二番草の生育と刈取りも遅れた。

生
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図1　2回刈り栽培の生草垂と乾物重

り1番刈り～Sl，S2とも播種量増にともない，生草・

乾物収量も多い。しかし，（標）パイオニア988号に比べる

と，Sl，S2は，各播種量区とも生育ステージは遅れ，草丈

が低く，茎数も少なく生草・乾物収量も少なかった。

2）2番刈り～Sl，S2とも，1番刈り同様，各播種量増

区の生草・乾物収量が多かった。（標）パイオニア988号に

比べ，Sl，S2は各播種量区とも再生が劣り，生草・乾物収

量が少ない。

（3）サイレージ調製

Stの乳熟期から糊熱期の若刈りを材料としてサイレージ

調製した。その結果，酪酸の生成もなく，フリーク評価で

品質は優の判定で，実用性が高いものと思われる。

表4　サイレージ調製

－サイレージの発酵品質－

（供試品種：スイートソルガムSl）

サ イ レー ジ

水 分 （％）
p H

絵 酸 に対 す る （％）
総 点数 評　 価

乳 酸 酢 酸 酪 酸

74．5 3．90 6 0．0 9．7 0 9 8 優

4　ま　　と　　め

サトウモロコシの特性は次のとおりであった。

1）Slは中生種，S2は晩生種と考えられる。

2）1回刈り栽培における播種量は倒伏の関係から0．2

毎／〃が適当と考えられた。

3）2回刈りは，気温に影響され易く，低温による1番

刈りの遅れは2番草収量にも影響する。また，1番草と2

番草の合計生草収量は1回刈りの生草収量より多いが，2

回刈りの乾物収量は1回刈りの乾物収量に比べ少ない。

4）サイレージ調製はトウモロコシサイレージ調製と同

じく容易であり，調製上の問題も少ないと思われた。

したがって，乾物収量，養分総量の多収を目的とする場

合は1回刈りが有効である。1回刈りは乾物率が高く，水

分含量が少ないのでサイレージ調製も容易である。以上の

結果，寒冷地におけるサトウモロコシの栽培は，2回刈り

栽培より1回刈り栽培が適するものと思われる。
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